
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時 テーマ・プログラム 主な参加対象／講師 

第 1回 

10月19日(月) 

13 時 00 分～ 

16 時 35 分 

障がい者就労支援とは 
・障がい者の就労支援（導入） 

・障がい者雇用の現状と障がい 

 者雇用施策 

・就労支援における生活支援 

初任者～中堅、サービス管理責任者 

小川 菜江子氏 

(横浜南部就労支援センター長)  

船山 敏一氏 

(藤沢ひまわり総合施設長) 

髙橋 房子氏 

(川崎市井田障害者センター) ほか 

第 2回 

10月23日(金) 

13 時 00 分～ 

16 時 35 分 

アセスメントと個別支援計画 
・就労支援におけるアセスメン 

 トのポイント 

・個別支援計画の作成事例 

・利用者から見たアセスメント 

と個別支援計画 

中堅、サービス管理責任者 

矢代 美砂子氏 

(神奈川障害者職業センター所長) 

芝野 奈緒子氏 

(横浜中部就労支援センター長) 

八木 苑子氏 

(就労サポートセンターねくすと所長)

ほか 

第 3回 

11月11日(水) 

13 時 00 分～ 

16 時 35 分 

企業に対する支援 
・就労支援機関の役割と企業と

の関係 

・企業の障がい者雇用への考え 

 方 

・企業担当者との関係構築 

・企業支援の視点 

・企業支援におけるリスクマネ 

 ジメント 

初任者～中堅、サービス管理責任者 

木原 大輔氏 

(川崎障害者就業・生活支援センター) 

荒木 伸義氏 

(企業応援センターかわさき所長) 

小川 菜江子氏 

(横浜南部就労支援センター長) 

ほか 

第 4回 

11月16日(月) 

13 時 30 分～ 

16 時 00 分 

企業と支援機関の連携 
・企業と就労支援機関がお互い

に期待すること 

・企業と就労支援機関の連携 

・参加者との質疑 

中堅、サービス管理責任者、企業担当者 

船山 敏一氏 

(藤沢ひまわり総合施設長) 

障がい者を雇用している企業の 

ご担当者（調整中）  

※テーマ・プログラムの詳細は別紙をご覧ください。 

来年４月までに予定されている法定雇用率の引き上げを控え、障がい者就労支援機関

に求められる役割や期待もますます大きくなっています。また、今般の新型コロナウイ

ルス感染症の発生は、就労支援の現場に大きな影響を及ぼしています。 

そこで、支援機関・企業(第４回のみ)の方を対象に、現状を踏まえた就労支援に関す

る講義等を通じ、実際の支援で直面する課題や対策、期待される支援者像を考える研修

会を行います。皆さまのご参加をお待ちしています。 

令和２年度 神奈川県障がい者就労支援力向上研修会 

｢障がい者就労支援力｣ 

について考える 

with コロナでも押さえておきたい 



 

会 場：かながわ労働プラザ ３階 多目的ホール 

（横浜市中区寿町 1-4） 

JR 根岸線 石川町駅 北口（中華街口）より徒歩 3 分 

定 員：各回 87 名（先着順） 

参加費：無料 

参加対象：就労移行支援事業所、就労定着支援事業所、障害者就業・生活支援

センター等の職員等、企業担当者 

※支援機関については、障がい者の就労支援に直接従事する職員 

が主な対象です。 

主 催：神奈川県 共 催：神奈川労働局 

【お問合せ】 神奈川県障害者雇用促進センター管理企画課 担当：船田 

電話：０４５－６３３－６１１０（代表） 内線 2511 

留意事項： 

１ マスクを持参して研修会場内では常時着用してください。 

２ 研修会は全プログラム講義形式を基本として行います。また、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のため、参加者と講師や参加者間の距離を確保で

きるよう、配慮した定員で行います。 

３ 研修会当日、会場入口にて非接触型体温計による検温を実施して、37.5

度以上又は体調不良の場合は受講をご遠慮いただきます。 

４ 新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、急遽、研修会を中止する場合は

申込者へ電話又は FAX で連絡します。              

５ 定員になり次第、締め切りとさせていただきます。 

６ １機関で複数人申し込みをされた場合には、人数の調整をさせていただく

ことがあります。 

７ 当日は、公共の交通機関をご利用下さい。 
 

【神奈川労働プラザ地図】 

  



別 紙 

 

テーマ・プログラムの詳細 

 

○第１回 障がい者の就労支援とは 

 プログラム 主な内容 

１ 障がい者の就労支援とは 
・障がい者雇用の現状と課題 

・就労支援機関及び担当者に期待されること など 

２ 
障がい者雇用の現状と 

障がい者雇用施策 

・障がい者雇用率制度、納付金制度 

・主な助成金の概要と申請時の留意事項 

・差別禁止、合理的配慮 など 

３ 
就労支援における生活支

援 

・生活支援の視点、活用できる関係機関とは 

・家族支援・生活困窮支援等の事例 など 

 

○第２回 アセスメントと個別支援計画に必要な視点 

 プログラム 主な内容 

１ 
就労支援におけるアセス

メントのポイント 

・インテークの重要性 

・アセスメントの視点と留意点 

・アセスメントの活用    など 

２ 個別支援計画の作成事例 
・個別支援計画作成のプロセス 

・計画作成の事例から望ましい支援計画を考える など 

３ 
利用者から見たアセスメ

ントと個別支援計画 

・利用者は個別支援計画を作成する各プロセス（アセスメ

ント）をどのように感じているか など 

 

○第３回 企業に対する支援 

 プログラム 主な内容 

１ 
就労支援機関の役割と

企業との関係 

・就労支援機関の機能と連携 

・就労のプロセスにおける支援機関の役割 

・企業が支援機関に求めていること など 

２ 

企業の障がい者雇用へ

の考え方・企業担当者

との関係構築 

・企業のアセスメント（企業の何を見るか）と事例紹介 

・利用者の就職にあたって把握しておくべきこと など 

３ 企業支援の視点 
・ナチュラルサポートや提案型支援など就労支援担当者に

求められる企業支援 など 

４ 
企業支援におけるリス

クマネジメント 

・企業支援においてトラブルを未然に防ぐために必要な視

点、事例紹介 など 

 

○第４回 障がい者雇用における企業と支援機関の連携 

※支援機関と企業との合同研修として行います。 

 プログラム 主な内容 

１ 

企業が就労支援機関に

期待すること（企業担

当者から） 

・障がい者雇用の取組 

・就労支援機関との連携（実習、採用、定着などの場面で） 

・就労支援機関に確認すべきこと、期待すること など 

２ 

就労支援機関が企業に

期待すること（支援機

関担当者から） 

・就労支援機関の役割 

・企業の支援（実習、採用、定着などの場面で） 

・企業に確認すべきこと、期待すること   など 

３ 参加者との質疑 
・予め受け付けた参加者からの質問に登壇者の方がお答え

します 

 

 



 

 

 
 

 

【申込方法】 下記参加申込書にご記入のうえ、ＦＡＸにてお

申し込みください。 

締切日：第１回 10/９(金)  第 2 回 10/15(木)  

第 3 回 10/30(金)  第 4 回 11/６(金)  

 

【送付先】神奈川県障害者雇用促進センター管理企画課 行 

     ［ FAX 番号：045-633-5405 ] 

 

参加申込回 

 
※参加申込をする回に「○」

をつけてください。 

※複数回の参加申込も可です 

・第 1 回 10/19（月） 

・第 2 回 10/23（金） 

・第 3 回 11/11（水） 

・第 4 回 11/16（月） 

機関名 

（ふりがなをふってください） 
 

連絡先（電話番号）  

連絡先（ＦＡＸ番号）  

参加者氏名 
（ふりがなをふってください） 

 
【就労支援業務、企業障がい

者担当の経験年月】 

 

 

【   年   か月】 

就労支援をする上で課題と

感じていること 

（任意記載） 

（今後の研修に役立てさせていだたきます） 

※ご記入いただいた個人情報等を、当研修会以外の目的で利用することはありません。 

神奈川県障がい者就労支援力向上研修会 参加申込書 

（送信票は不要です。このまま送信してください） 


